
令和 3 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会事業報告 

１ 法人運営事業 

(1) 役員会等の運営 

法人運営に係る重要事項の議決機関である評議員会、業務執行の決定や職務執行の監督を担う

理事会等の運営を行いました。 

 

 ア 理事会状況 

 第 1 回 理事会 令和 3 年 4 月 6 日（火）開催 

議案第 1 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会理事候補者の推薦について 

議案第 2 号  令和3年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会第1回臨時評議員会の招集

について 

 

第 2 回 理事会 令和 3 年 4 月 15 日（木）開催 

議案第 3 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会会長の選定について 

 

第 3 回 理事会 令和 3 年 6 月 2 日（水）開催 

報告第 1 号  令和 3 年度小野町地域包括支援センター運営業務の受託について 

報告第 2 号  小野町障害者相談支援業務の受託について 

報告第 3 号  小野町社会福祉協議会事務局長の選任について 

議案第 4 号  令和 2 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会事業報告について 

議案第 5 号  令和 2 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支決算について 

議案第 6 号  令和 3 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支第一次補正予算

（案）について 

議案第 7 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会理事候補者の推薦について 

議案第 8 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会監事候補者の推薦について 

議案第 9 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会評議員選任・解任委員の選任について 

議案第 10 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会定時評議員会の招集について 

議案第 11 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会評議員選任・解任委員会の招集につい

て 

 

第 4 回 理事会 令和 3 年 6 月 18 日（金）開催 

議案第 12 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会会長の選定について 

議案第 13 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会副会長の選定について 

議案第 14 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会評議員候補者の推薦について 

 

第 5 回 理事会 令和 3 年 11 月 22 日（月）開催 

議案第 15 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会職員給与規程の一部改正について 

議案第 16 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会嘱託職員就業規則の一部改正につい

て 

議案第 17 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会臨時職員就業規則の一部改正につい

て 

議案第 18 号  令和 3 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支第二次補正予算

（案）について 

議案第 19 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会常務理事の選定について 



議案第 20 号  令和3年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会第2回臨時評議員会の招集

について 

 

第 6 回 理事会 令和 4 年 3 月 22 日（火）開催 

議案第 21 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会組織規程の一部改正について 

議案第 22 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会職員給与規程の一部改正について 

議案第 23 号  令和 3 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支第三次補正予算

（案）について 

議案第 24 号  令和 4 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会事業計画(案)について 

議案第 25 号  令和 4 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支当初予算（案）に

ついて 

議案第 26 号  令和3年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会第3回臨時評議員会の招集

について 
 

  

 イ 評議員会状況 

 第 1 回 臨時評議員会 令和 3 年 4 月 15 日（木）書面決議による開催 

議案第 1 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会理事の選任について 

 

定時評議員会 令和 3 年 6 月 18 日（金）開催 

議案第 2 号  令和 2 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会事業報告について 

議案第 3 号  令和 2 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支決算について 

議案第 4 号  令和3年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支第一次補正予算に

ついて 

議案第 5 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会理事の選任について 

議案第 6 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会監事の選任について 

 

第 2 回 臨時評議員会 令和 3 年 11 月 30 日（火） 

議案第 7 号  令和3年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支第二次補正予算に

ついて 

 

第 3 回 臨時評議員会 令和 4 年 3 月 29 日（火）書面決議による開催 

議案第 8 号  令和3年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支第三次補正予算に

ついて 

議案第 9 号  令和 4 年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会事業計画について 

議案第 10 号  令和4年度社会福祉法人小野町社会福祉協議会資金収支当初予算について 
 

  

 ウ 評議員選任解任委員会状況 

 第 1 回 評議員選任解任委員会 令和 3 年 6 月 18 日（金）開催 

議案第 1 号  社会福祉法人小野町社会福祉協議会評議員の選任について 

 
 

 エ 監査状況 

 令和 2 年度法人決算監査 令和 3年 5 月 26 日（水）開催 

令和 3 年度小野町社会福祉協議会上半期監査 令和 3 年 10 月 29 日（金）開催 

  

 

 

 



(2) 会員募集 

 地域福祉の推進を目的として、本会の事業に賛同する会員の増加を図り、その会費を地域福祉活

動の財源として活動を行ないました。 

一般会費 2,870 戸 861,000 円 

特別会費 0 戸 0 円 

合 計 2,870 戸 861,000 円 
 

 

(3) 広報啓発活動 

 ア 広報誌発行 

本会の事業等について、実施内容等を町民に周知しました。 

内 容 発行予定日 部数 

社協だよりの発行 

令和 3 年 6月 29 日 

令和 3 年 10 月 26 日 

令和 4 年 2月 28 日 

3,300 部 

 

イ おのまち広報依頼 

地域包括支援センターからのお知らせ  毎月号依頼 

令和 4 年度社会福祉協議会職員の募集  9 月号依頼 

 

ウ チラシ配布 （町文書配布） 

社会福祉協議会会費        令和 3年 6 月 29 日（火） 

日本赤十字社社資の募集      令和 3年 4 月 30 日（金） 

赤い羽根共同募金のご協力のお願い 令和 3年 9 月 28 日（火） 

 

エ ホームページ 

随時情報の更新を行いました。（http://www.onomachi-shakyo.or.jp） 

  

(4) 苦情への適切な対応 

 苦情を適切に解決し、利用者の権利擁護と本会が提供する福祉サービスの一層の向上を図るた

め、第三者委員を設置し体制整備を行っています。令和３年度、苦情等はありませんでした。 

  

(5) 心配ごと相談事業 

 日常生活のあらゆる心配ごとの相談に応じ、助言や社会資源の紹介援助を行いました。 

貸付の相談 55 件 

その他 3 件 
 

  

(6) 生活困窮者自立支援事業 

生活保護受給者や生活困窮に至るリスクの高い人を対象に、相談支援を実施するほか、就労支援

（就労に向けた準備支援を含む）、安定した生活に向けての関係機関との連携、貸付などを行いま

した。 

ア 自立相談支援事業 

紹介件数 10 件 

 

イ 福祉基金貸付事業(町社協) 

貸付件数 貸付残額 滞納者 

11 件 724,546 円 2 件 
 



(7) 日常生活自立支援事業 (愛称 あんしんサポート事業) 

 認知症高齢者や障がい者の方に、福祉サービスの利用手続きのお手伝いや、日常生活に必要な金

銭管理のお手伝いなどを実施しました。                   (時間) 

 認知症高齢者 知的障がい者 精神障がい者 その他 合計 

相談・問合せ件数 90 件(90) 30 件(30) 135 件(154) 147 件(147) 402 件(421) 

新規契約者件数 1 件 1 件 2 件 1 件 5 件 

継続契約者件数 1 件 1 件 3 件 3 件 9 件 

令和 4 年 3月末現在の契約者数 14 件 
 

  

(8) 火災等による罹災者への支援 

 火災及び風水害により罹災した町民に、自立した生活の開始を支援するため、物資等の支援を迅

速に行う事業です。令和 3 年度は、令和 4 年 2 月 6 日（日）午前 8 時 20 分ごろ、木造 2 階建て住

宅 1 棟と木造物置小屋 1 棟、ビニールハウスを全焼する火災が発生しております。 

ア 支援内容 

  支給内容 金額 

小野町社会福祉協議会 見舞金 25,000 円 

福島県共同募金会 見舞金 

弔慰金 

10,000 円 

10,000 円 

日赤福島県支部 弔慰金 10,000 円 

日赤福島県支部県中地区 見舞金 5,000 円 

合 計 60,000 円 
 

 

(9) 拠点福祉避難所設置 

 災害後、町からの要請により拠点福祉避難所を開設します。安全に運営をするため、関係機関と

連携を図り、高齢者、障がい者等の受入れをする事業ですが、災害等がなかったため事業は実施し

ていません。 

  

(10) 敬老会事業（町との共催事業） 

 永年、社会の発展に貢献されてきた高齢者のご労苦をねぎらい、 健康と長寿をお祝いすること

を目的として、令和 3年度の敬老の日（令和 3 年 9 月 20 日（月・祝））に予定していましたが、新

型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。 

 

(11) 百歳賀寿事業 

 満百歳の誕生日を迎えた方に対し、記念品を贈呈し、その長寿を祝い、高齢者の健康の増進、意

欲を高めることを目的に、百歳賀寿贈呈を行いました。 

百歳賀寿贈呈者 5 名 
 

  

２ 地域福祉事業 

(1) おのまちあったかサロン（高齢者サロン） 

 一人暮らしや閉じこもりがちな高齢者等の引きこもり解消や、認知症・介護予防等を目的として、

地域の集会所等でレクリエーションや、健康体操、仲間づくり、交流、ふれあいの場を広げる「ふ

れあいあったかサロン」の支援を行いました。 

 サロン名 行政区名 参加人数 活動日 

にこにこ会 菖蒲谷 14 人 毎週 1 回開催 

えびす会 早渡 10 人 毎月 1 回開催 

百々寿サロン 雁股田 25 人 毎週 1 回開催 



たんぽぽ会 中通･平館 26 人 〃 

なかよし会 塩庭 2 区 13 人 〃 

きぼうサロン 大八 11 人 〃 

リフレッシュサロン 小戸神 11 人 〃 

カトレアの会 本町 18 人 〃 

なかまちあじさい会 仲町 13 人 〃 

荒町サロン 荒町 41 人 〃 

サロン和み 和名田 19 人 毎月 1 回開催 

さくら 吉野辺 17 人 毎週 1 回開催 

湯沢サロン 湯沢 22 人 〃 

飯豊愛好会 飯豊 14 人 〃 

赤沼サロン 小野赤沼 22 人 〃 

にしだいらサロン 南田原井 12 人 毎月 1 回開催 

浮金ふれあいサロン 浮金 25 人 〃 

けんこうサロン 上羽出庭 16 人 〃 

三川フラワーサロン 飯豊三川 17 人 〃 

合 計 19 サロン 326 人 
 

 ※ 新型コロナウイルス感染対策を行い規模及び日数等の縮小にて実施しました。 

特別な活動として、小野町地域おこし協力隊の山口氏による体操や、ＪＡたむらはーとらい

ふ小野の介護予防運動指導員による予防運動を行いました。 

  

(2) おのまちのびのび元気サロン（障がい者サロン） 

 障がい児を対象とした子育て親子の絆、仲間づくりと地域社会における元気な子供たちを育むた

めの活動支援を行いました。 

サロン名 登録人数 

こまちっ子サロン 50 人 

※ 新型コロナウイルス感染対策を行い規模及び日数等の縮小にて実施しました。 

 

(3) 地域福祉活動団体支援 

 社会福祉団体の組織強化及び福祉事業の健全な発展を促すため、団体が実施する事業に対して助

成及び援助を行いました。 

ア 助成金 

団体名 助成額 予算措置 

小野町民生委員協議会 220,000 円 地域福祉事業助成金 

小野町日奉仕団すみれ会 
120,000 円 

日赤奉仕団費（90,000 円） 

共同募金事業助成金（30,000 円） 

小野町スポーツ少年団 150,000 円 共同募金事業助成金 

小野町ともに育つ親の会 50,000 円 共同募金事業助成金 

子育て支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻｰｸﾙ ｷｯｽﾞｸﾗﾌﾞ 50,000 円 地域福祉事業助成金 

三世代交流事業（6 団体） 120,000 円 地域福祉事業助成金 

合  計 710,000 円  

 

イ 地域団体支援 

老人クラブ連合会事務局業務を行いました。 

  

 



(4) 在宅福祉サービス事業 

 在宅において、寝たきり等の状態にある高齢者及び障がい者に対し、衛生的で快適な日常生活が

おくれるよう次のサービスを実施しました。 

ア 寝具クリーニングサービス事業 

要介護 3 以上、1 回 6,000 円の範囲内で年 2 回 

延べ 21 名利用 100,360 円 

 

イ 訪問理髪サービス事業 

  要介護 4 以上、１回 3,600 円で年 4 回 

延べ 48 名利用 172,800 円 
 

 

(5) 福祉車輌・備品貸出事業 

 身体機能の低下や障がい等で歩行困難な状況にある方に、日常生活での外出支援や社会参加の促

進を図ることを目的に、車いすのまま乗降が可能な福祉車輌の貸出と歩行困難な高齢者や障がい者

の方へ車椅子の貸出を行いました。 

福祉車輌貸出 25 件 

車椅子貸出 10 件 
 

  

(6) 福祉教育 

 児童、生徒や一般市民の福祉意識及び人権意識の高揚を図り、将来の地域福祉の担い手を育成す

るため、学校や地域における福祉体験学習等を支援のため、小野高校臨時講師派遣を行いました。 

  

３ 寄附事業  

(1) 寄附金 

 地域福祉の推進に必要な財源として、本会の活動や事業の趣旨に賛同し、応援してくださる町民

の皆様や企業・団体からの寄附金を受け付けました。 

 篤 志 4 件 105,500 円 

遺 志 100 件 3,410,000 円 

合 計 104 件 3,515,500 円 
 

  

(2) 寄付物品 

 ア 町民の皆様からの寄付物品 

 介護用品 オムツ、トロミ剤、浴室用椅子 

花  
 

  

 イ 企業からの寄付物品 

 セブンイレブン 食品、生活雑貨 
 

  

４ 資金貸付事業  

(1) 生活福祉資金貸付事業(県社協） 

 ア 総合支援資金 

(ア) 貸付内容 

失業者等、日常生活全般に困難を抱えており、生活の立て直しのために継続的な相談支援

（就労支援、家計指導等）と生活費及び一時的な資金を必要とし、貸付けを行うことにより

自立が見込まれる世帯に対し貸付ける資金 

 



(イ) 貸付実績 

新規貸付 償還完了者 総貸付件数 貸付残額 内 延滞利子 

0 件 0 件 3 件 3,823,129 円 1,193,899 円 

 

イ 更正資金 

(ア) 貸付内容 

低所得世帯に属する者又は障害者が生業を営むのに必要な経費 

 

(イ) 貸付実績 

新規貸付 償還完了者 総貸付件数 貸付残額 内 延滞利子 

0 件 0 件 1 件 127,833 円 127,833 円 

 

ウ 教育支援資金 

(ア) 貸付内容 

低所得世帯に対し、就学等に必要な経費として貸付ける資金 

 

(イ) 貸付実績 

新規貸付 償還完了者 総貸付件数 貸付残額 内 延滞利子 

1 件 0 件 4 件 7,634,996 円 484,066 円 

 

エ 緊急小口資金 

(ア) 貸付内容 

低所得世帯に対し、緊急的かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に少額の資金 

 

(イ) 貸付実績 

新規貸付 償還完了者 総貸付件数 貸付残額 内 延滞利子 

0 件 2 件 3 件 244,328 円 96,828 円 

 

オ 緊急小口資金（特例） 

(ア) 貸付内容 

新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的な生

計維持のための貸付を必要とする世帯 

 

(イ) 貸付実績 

新規貸付 償還完了者 総貸付件数 貸付残額 

19 件 0 件 41 件 7,500,000 円 

 

カ 総合支援資金（特例） 

(ア) 貸付内容 

新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常生活の

維持が困難となっている世帯 

 

(イ) 貸付実績 

新規貸付 償還完了者 総貸付件数 貸付残額 

19 件 0 件 26 件 13,300,000 円 

 



a 総合支援資金（延長貸付） 

新規貸付 償還完了者 総貸付件数 貸付残額 

2 件 0 件 2 件 1,050,000 円 

 

b 総合支援資金（再貸付） 

新規貸付 償還完了者 総貸付件数 貸付残額 

12 件 0 件 12 件 5,650,000 円 
 

  

５ ボランティアセンター事業  

 「住みやすいまち」「助け合うまち」にするために、ボランティアの広報及び情報収集を積極的に行

い、関係機関の連携調整を図るために実施しました。 

 

(1) 地域ボランティア 

 誰もがボランティア活動できる地域社会、誰も排除しない共生文化を創造するために、社会福祉

協議会のボランティアセンターは、ボランティア活動の発展基盤の整備を行なっております。なお、

今年度は、コロナウイルス感染拡大予防のため、ボランテイア活動が中止及び制限されての活動と

なっております。 

 

(2) サマーショートボランティア 

 町内の福祉施設や保育施設でのボランティア体験学習をとおして、介護や支援を必要とする高齢

者及び障がい者や地域の児童との交流を深めながら、人を思いやる優しい心を養うことを目的に行

っています。なお、今年度は、コロナウイルス感染拡大予防のため、中止いたしました。 

  

(3) 小野町小中学校ボランティア普及事業 

 小野町管内小中学校の児童・生徒を対象に社会福祉への理解と関心を高め、共に生き、共に支え

合う心を育て、児童・生徒を通して家庭や地域社会への啓発を図ることを目的に行いました。 

学校名 助成額 予算措置 

小野町立小野中学校 50,000 円 地域福祉事業助成金 
 

  

(4) 災害救援のための体制の構築 

 災害発生時に速やかに災害ボランティアセンターを設置し、町やボランティア、また近隣市町の

社会福祉協議会と連携し、迅速かつ効果的に被災者の生活復旧を支援するため、災害救援のための

体制の構築を図りました。令和 3年 12 月 20 日小野町と「災害ボランティアセンターの設置・運営

等に関する協定書」により協定を締結しております。 

  

６ 共同募金事業  

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、さまざまな地域福祉の課題解決

に取り組みを応援する、「自分の町を良くするしくみ」として行われています。地域福祉推進の

ため、募金活動の広報啓発活動（情報誌やホームページの活用）を推進し、活動の紹介や情報

の提供を行いました。 

 

(1) 小野町共同募金運営委員会状況 

 第１回 運営委員会 令和 3 年 5 月 14 日（金）書面決議による開催 

議案第 1 号  福島県共同募金会小野町共同募金委員会運営委員の選任について 

 

第 2 回 運営委員会 令和 3 年 5 月 14 日（金）書面決議による開催 



議案第 2 号  福島県共同募金会小野町共同募金委員会会長の選任について 

 

第 3 回 運営委員会 令和 3 年 6 月 2 日（水）書面決議による開催 

報告第 1 号  令和 2 年度地域(B 募金)配分金の変更について 

議案第 3 号  令和 2 年度福島県共同募金会小野町共同募金委員会事業報告につい

て 

議案第 4 号  令和 2 年度福島県共同募金会小野町共同募金委員会事業会計決算報

告について 

議案第 5 号  福島県共同募金会小野町共同募金委員会運営委員の選任について 

議案第 6 号  福島県共同募金会小野町共同募金委員会監事の選任について 

議案第 7 号  福島県共同募金会小野町共同募金委員会審査委員の選任について 

   

第 4 回 運営委員会 令和 3 年 11 月 17 日（水） 

（1）令和３年度小野町共同募金委員会赤い羽根共同募金状況について 

（2）令和３年度小野町共同募金委員会歳末たすけあい配分計画について 

 

第 5 回 運営委員会 令和 4 年 3 月 22 日（火） 

議案第 8 号 令和 3 年度小野町共同募金委員会資金収支第一次補正予算(案)について 

議案第 9 号 令和 4 年度小野町共同募金委員会事業計画（案）について 

議案第 10 号 令和 4 年度小野町共同募金委員会資金収支当初予算（案）について 
 

  

(2) 小野町共同募金審査委員会状況 

 審査委員会 令和 3 年 12 月 13 日（月） 

議案第 1 号  令和 3 年度歳末たすけあい運動による見舞金の配付計画(案)について 

 
 

(3) 赤い羽根共同募金 

 地域福祉の推進を図るため、社会福祉事業、更生保護事業その他の社会福祉事業への配分を行う

ために、様々な募金活動を通し呼びかけを行い、10 月より事業を行いました。 

 

ア 赤い羽根共同募金実績 

区 分 件 数 募金額 

戸別募金 2,870 件 1,148,000 円 

法人募金 25 件 280,000 円 

学校募金 2 件 49,616 円 

職域募金 10 件 140,733 円 

その他の募金 3 件 45,000 円 

利息収入 ― 4 円 

合 計 2,910 件 1,663,353 円 

 

イ 赤い羽根共同募金の使い道 

（ア）県内の福祉施設、福祉団体、ボランティア団体助成、災害時の積立金など 

（イ）地域福祉活動団体に助成、中学校ボランティア活動普及事業、ボランティアセンター事業

費、広報啓発活動費、共同募金資材及び事務費 

  

(4) 歳末助け合い募金 

 新たな年を迎える時期に、支援を必要としている方が安心して暮らすことができるよう実施して



いる募金で、赤い羽根共同募金と同様に様々な募金活動を通し、呼びかけを行い、12 月より行う事

業を行いました。 

 

ア 歳末助け合い募金実績 

区 分 件 数 募金額 

法人募金 8 件 95,000 円 

学校募金 2 件 33,094 円 

職域募金 11 件 178,522 円 

その他の募金 21 件 231,894 円 

合 計 42 件 538,510 円 

 

イ 歳末助け合い募金の使い道 

新たな年を迎える年末の時期に、安心して暮らすことが出来るよう生活困窮世帯へ 5,000 円の

義援金の配分を実施しました。 

対象者 件 数 配分金額 

単身高齢者（70 歳以上） 72 人 360,000 円 
 

  

７ 小野町指定特定相談支援事業  

障がい者（児）の抱える課題の解決や適切なサービス利用に向けて、ケアマネジメントによりき

め細かい支援を行いました。 

 事業名 件 数 収 入 

障害者相談支援業務 83 件 1,530,230 円 

障害児相談支援業務 49 件 986,830 円 

障害支援区分認定調査 20 件 96,800 円 

合 計 152 件 2,613,860 円 
 

  

８ 小野町地域包括支援センター事業  

高齢者が住みなれた地域で、尊厳のあるその人らしい生活を継続することを目指し、できる限り

要介護にならないよう「介護予防サービス」を適切に確保し、要介護状態になっても高齢者のニーズ

や状態の変化に応じて必要なサービスが切れ目なく提供される、「包括的継続的なサービス体制」の

確立と、地域包括ケアを支える中核機関として、総合相談支援・権利擁護、包括的・継続的ケアマネ

ジメントを行う事業を実施しました。 

(1) 相談状況 

 相談内容 件 数 延件数 

介護・日常生活に関する相談 324 人 465 人 

サービスの利用に関する相談 180 人 240 人 

医療に関する相談 48 人 72 人 

その他 124 人 164 人 

合 計 676 人 941 人 
 

 

(2) 介護保険収入 

 事業名 件 数 収 入 

総合事業・介護予防支援費 1,201 人 5,356,120 円 
 

  

 

 



９ 小野町居宅介護支援センター事業  

介護保険制度における指定居宅介護支援事業所として、高齢者が住み慣れた地域で暮らしていく

ために要介護認定を受けた方のケアプランを作成し、関係各所との連携強化を図りながら、要介護

者の自立した在宅生活の支援を行いました。 

 事業名 件 数 収 入 

居宅介護支援業務 1,691 人 27,567,410 円 

認定調査受託業務 71 人 313,000 円 

合 計 1,762 人 27,880,410 円 
 

  

10 小野町デイサービスセンター事業  

日中、デイサービスセンターに通ってもらい、食事、入浴、その他の必要な日常生活上の支

援や介護を日帰りで提供するサービスを実施しました。 

(1) 行事報告 

月 日 行 事 名 内  容 

4 12～15 お花見散歩 桜を見ながらセンター周辺の散歩。 

5 24～27 お楽しみおやつ 地元の名物を食べて楽しんでいただいた。 

6 14～ 七夕工作 七夕飾りを作成し完成作品をセンター内に展示を行

った。 

7 19～ 季節の塗り絵 季節を感じてもらった。 

9 13～16 敬老会 長寿のお祝いを行った。（感謝状贈呈、職員余興） 

12 24・25 クリスマス会 季節の行事を楽しんでいただいた。 

1 4～7 

4～61 

25～27 

新年会 

正月遊び 

お茶会 

ノンアルコール甘酒で乾杯、記念品を贈った。 

正月の雰囲気を楽しんでもらった。 

お茶を通して趣を感じてもらった。 

2 3 節分 季節の行事を楽しんでいただいた。 
 

※ 各月、誕生会及びカレンダー作成を行いました。 

 

(2) 介護保険収入 

 事業名 延べ利用者数 収 入 

通所介護事業 6,957 人 63,912,902 円 

介護予防通所介護事業 1,877 人 10,935,455 円 

認知症対応型通所介護事業 2,060 人 24,230,377 円 

合 計 10,894 人 99,078,734 円 
 

 

(3) タブレット整備事業 

 福島県地域医療介護総合確保基金事業補助金事業（ＩＣＴ導入支援事業（1/2 補助事業））の交

付決定により、タブレット４台の整備を行いました。整備をしたことにより、記録の重複をなく

し、データによる管理の強化が図れました。 

  

(4) 新型コロナ感染によりセンター休館 

 利用者 2 名の感染が確認され、県中保健福祉事務所指導により 3 月 24 日から 3月 31 日までセ

ンターを休館する。なお、濃厚接触者及び接触者は、全員 PCR 検査を行いました。 

ア 施設内対応 

センター内消毒清掃の実施及び職員全員の抗原検査を実施しました。 

 

 



イ 今後の体制整備 

独自の PCR 検査体制の確立のため、感染拡大防止、利用者及び職員の安全確保を図るため

「公立小野地方綜合病院との PCR 委託検査に関する契約」の締結を行いました。 

 

11 日本赤十字社事業 

 

  

日本赤十字社は、国内の災害時の救護をはじめ、国外の紛争・自然災害の被害者に対する緊急救援

活動などさまざまな人道的活動を行っています。小野町分区として、社員募集のお願いと、非常災害

発生時の救護活動を迅速かつ円滑に実施できるよう、救護装備の充実、整備を行いました。 

 区 分 件 数 金 額 

社資（各戸 500 円） 2,870 件 1,435,000 円 

特別社資 1 件 1,000,000 円 

合 計 2,871 件 2,435,000 円 
 

 

12 新型コロナウイルス補助金及び寄贈 

(1) 新型コロナウイルス感染症感染防止対策支援事業補助金 

 県内の高齢者及び障がい福祉施設・事業所に感染防止対策を継続的に行うため、令和 3 年 10 月

1 日から 12 月 31 日までに、衛生用品等を購入した経費の補助を受けました。 

 事業所名 サービス種別 金額 

小野町デイサービスセンター 通所介護 15,000 円 

小野町デイサービスセンター 認知症対応型通所介護 10,000 円 

小野町居宅介護支援センター 居宅介護支援 10,000 円 

小野町地域包括支援センター 居宅介護支援 10,000 円 

小野町指定特定相談支援事業所 計画相談支援 3,000 円 

合  計 ― 48,000 円 
 

  

(2) 24 時間テレビ新型コロナウイルス感染症対策支援 

 全国の高齢者・障害者支援施設において感染対策のために「CO2 センサー」2 台が寄贈されまし

た。 

 

 


